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○

代償分割術肌t遺産分割

Q:遺産分割協議中ですが、代償分割によ

る分割を考えています。課税価格はどのよう

に計算するのでしょうか。

A:代償分割とは、遺産の全部又は大半を

特定の相続人が取得し、その相続人が他の相

続人に対して金銭等の財産を交付する遺産分

割方法の一つです。

代償分割でも、配偶者の税額軽減の適用を

受けることができます。

ここに相続財産が土地8億円（時価10億

円）のケースを想定してみましょう。相続人

は母と子供一人とします。代償分割の方法は

いろいろありますが、例えば子が全財産を取

得し、母に時価による法定相続分5億円を交
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付するとしますと、課税価格の計算は次のい

ずれでもよいことになります。

＜第1法＞

(相続財産）（代償債務）（課税価格）

母 5億円

子8億円－5億円＝3億円

＜第2法＞

母5億円×(sin/iein)=4億円

子8億円一｛5億円×(8IB/10tH)>

＝4億円

第1法は、単純に債務負担額を控除した分

が子の課税価格となりますが、第2法は、代

償財産を時価と相続税評価額との比で改訂す

る方法です。

第2法は子のみが税額を納めますが、第1

法は母も税金を負担しますので、二次相続を

考えると第1法が有利となります。
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